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防霧林と気象(綜合報告)

Yasutaro MOI:1'l'A: Fog Preventing Forest and Weather 

(Dissipation Process of Advecting Fog). 

守田Líf 太郎本

S 1. 防霧林研究の基本方針

防忍林共l ， iJ研究における札帆ー管区気象台の研究目棋は大略尖のとおりむある。

a. 海霧の気f奨学的調査

i 1伝子五は，いつごろ，どとに p どのくらいの頻度で襲来するか。

ii t伝蒜の生態(濃度，霧粒，霧の厚み p 語気塊の構造等)は気圧配置によってどのよう

にちカ:うカ込。

iii 1好議の発現地はどとか。

iv 陸上に位入したみ議!土時川的にどのような変化をするかc

v 出霧装来によって気i札口射などの気象要素ーはどのような影響を受けるか。

vi 海:/tの経年変化はどうか。

b. 内陸における消散機構の研究

内陸侵入に際しp 減衰の制合はどうか。

11 その減衰率は霧気塊の村g;担ょによっていかに異なるか。

iii 地JI予やI也氏状態が減衰にいかに作}J]するか。

iv 慈の減去に関与する気象要素はやぜか。それがいかに作川するか。

以上のテーマから導かれるべき結論として

防;政材;，;1Fはどと iこ;立計屯すれば有効か。

ii 防接林はどのような議に対して有効に働くか。

iii 防み林の設計に|摂して地JI予をいかに利JJjするか。

iv 防諜林試定後，そとの気候がどう変るか。

等に解決の方向が示唆されるととになろう。上述a の研究テーマに対して p 従来根釧地方に存

在する少数の気象官若における観測値のみでははなはだ不充分で、あって p いわゆる海霧地帯の

限界もハツキリしていないので地域的に詳細な調査が要請せられる。また不充分ながらも既存

資料を海霧対策の見地から統計し直すととも必要で、ある。海霧発生源p 海霧の生態等の基本的

友ととについても不明の点が少なくない。というのは肝心の発生場所である海上における観測

および霧気塊を解剖するメスであるととろの高居観測が不充分だからである。そのような観iJlI]
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はii'J散機措の究明 (14な也b の研究テーマ)にも理論の発展と検~IEのために必要である。とのよ

うにして海霧の生態を把握し，発生や消散の機府をハツキリさせ7こi二で p 防霧林問題へ応111 す

る:方主十である r

S 2. 昭和 27 年度の成果

(1) 内陸における霧濃度の分布調査1) 

気候学的調査の一環として F また泊、 j技連!諭の検NIEに役立たせる目的で，昨年度にひきつづき

今年も ~I)路， i享非同奥行 40 粁の地域で、広範嗣にわたる議の分千lî を~~r，'Jべた。そのがけLから地11五

効県をも合めて霧のi成哀をあらわず実験式をつくりな芸能度減衰比の分布図が作成された。しか

しまだ資料不充分のため地皮状態(林相)と結びつけるまでには至らなかった。また，実川の

見地からはさらに霧!ぽ全体の減去が重要であるから今後は方法を改めて調査を継続するつもり

である。

(2) 嘉中の高層観測2)

今年はp!享岸で高居観ì)[IJ (紫ffi気球による)が行われたが， q、?に気温垂直分布の吋イm的変化

に主点が;12，'かれ千J月l な成果を件たυ との資料は過去 2 ヵ !.I:.の戸喜子[における資料と合せて;伝記長気

塊の生態を把握するために役立つのみならすヘ泊散機構研究には特に重要な資料である。今年

の結果1)1 ，注目すべきは p 主要貯の H祁における気温のH寺I[\J的変化が意外に大きし泊m:前に浮

訟の上に高温の気塊が形成ーされることが分ったととである。すなわち p 霧消散理論において上

両の問題が無視され件ないととを示すものでp 今後の研究がJ\JJ侍される。

( 3 ) 防霧林内外の気温，地温垂直分布の測定3)

誠治、;投機構における温度効よ~の l今ro;jçおよびその場合に林が県す役割をしらべるためにほ岸に

あ司いて表記の観測が行われた。方法はIT'I'年度落石において行ったのとほぼ同様で、あるがp 林内

外ともに高さ 14 米までの 1 [1]の 6 点について連続白記の気温観測航が得られたυ その成果!士，

今後の消散理論展開をまち利IIJ されるよう整理された。

(4) 霧消散機構の考察，1)

移流霧消散に関する現象を分析してみると第 1 図のようになるc 自然落下p 附ffJ ， 拡散等の

力学的泊散効果は，場従入の初期lに大きく仰j くが，後Jt)]I乙 l土熱効果の方が重要な役割をもっ。

熱効巣の故格段階においては p 今JÆi教授が指tl:おされたような気温二重山分布の変化に:尽く気居不

安定が起って主張涯の全国i的崩壊と友るが5) タ 夜Jj\Jは内陸深く侵入していた湯が fl 出後侵入距離

が次第に短給されるような状態を考えると p 気厨不安定を招来するまでの経過，すなわち霧居

を透して地而に入射し気居を下から i段めてゆく熱効果中間過程を rlJJ らかにするととが重要と考

える。その機構として日射芋霧濃度減少のiillillj'ì効果について考察が行われp ある仮定の下に移

流霧侵入距離の日変化を説明する解式が件られた。またp 一般に熱効:!i~の理論付j取扱いに当っ

て「全気!母が他手11 している」仮定をliJいるととが多いがその仮定は全合水量を不変とするとき
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第 1 図霧消散過程横図

には熱効果理論を根本的に無意味に

してしまうほどの大きな問題である

ととカサ旨J向さ *1，その費fI点、をいカ斗こ

耽れるかについて汗干の二Jラ察を行っ

た。辿~1jì効果の条約式と熱拡散方程

式を同時に解くととが残されたIIIJ題

である。

(5) 海上観測弓)

海霧の発生場所たる海上における

観iJ!iJl土， ~判的・海洋気象台タ iタ丸によ

って厚岸における陀上の観測と呼応

して才子われた。今年ははじめての日式

みとして気球による・海上高陪観測が

実施せられ，発生場所・における海湯の垂直構法が(;1，'，jべられたほか，船上においては~LNtiHlJ定に

新しい方1:1~が JJJ いられ乱相官のも嚇mMlliが 1l1Jらかにせられた。

(6) 電位傾度p 電導度の測定

移r1'の電伐:ftJil立や7E導度に関する測定は今までほとんと、行われていないがp とれが弱気塊の

鹿児毛や発生峨1-1月一に関係があるかどうかを検討するために，今年は特に女満別地磁気観ìJlIJ所によ

って， 1Jll];むが行われた。幸J;県はまだ解析'1'でとの報台には発表されていない。

( 7 )その他

仙の研究機関の行う気象観illlJに協力し， ;)[lJ器整備F EZ営 p 保守にiJll]持Il来日が関与した。

文献

1) 守旧康太郎，藤原録郎他 (1953) : 根到11地方海援侵入限界の調査(第 2 報)本語 5.

2) 石井幸男 (1953) : 厚岸における昭和 27 年高層観測報告，本誌 15.

3) 山崎道夫，菊地幸雄 (1953) : 厚岸の林内外における温度資料(概要)，本設、 18.

4) 守田康太郎 (1953) :薮消散過程における気温と日射の連鎖効果について(概要)，本誌 13.

5) 今堀克己 (1952) : 移流霧の消散機溝と森林の防毒作用につい，防諺林に関する研究第 2 腸

121. 

6) 函館海洋気象台 (1953): 1952 年夏季の海零観測について，本誌 19.



- 4 ー 林業試!験場研究報fh- 第 64 号

R駸wn� 

The main factors with regard to the dissipation of advecting fog may be 

arranged as follows: 

Dynamical 
phenomena 

1. Falling effect of fog partic1es. 
2. Col1ision of fog particles to obstac1es such as ground 

surface, forest , etc. 
3. Diffusion effect 

Escape at the upper boundary of fog layer. 
-Escape around the horizontal boundary of air mass. 

Absorption at the ground surface. 

4. Evaporation effect at lower layer, the latent heat of 
which is given ﾍrom the heatec1 ground by the transmitting 

Thermal 
、 solar rac1iation 

phenomena I 
I 5. The breakc10wn of fog air mass due to its unstable 

construction caused by the heating fr0111 below. 
Dynamical phenomena act an important role in the first stage of dissipating 

process, while the thermal phenomena do in the middle stage. Anc1 in the last 
stage, the 5th effect (breakdown of fog layer) is the most important factor for 
the fog dissipation, as is judiciously pointed out by Dr. 1mahori. However, 
since such a breakc10wn is caused through the process 4, the evaporation effect 

can not be disregarc1ed in our investigation. 
It must be noted that the fog preventing forest presents its effect not for 

all weather situations but for some restricted ones. 
When the fog layer is considerably thin and no layer of nimbo.stratus or 

alt-stratus exists over it, the mechanical absorbing effect of forest can induce 
the thermal effect which rec1uces the invac1ing distance in the daytime. On the 

other hand, if the fog originates in connectio:1 with the approach of cyc10nes or 
fronts , the fog is too c1ense in general and the overhanging nimbo-stratus interｭ
cepts the transmission of solar radiation, hence the mechanical absorbing ability 
of forest makes little contribution to the reduction of fog. 

1n this paper brief discussion is made concerning the planning of fog 
preventing forest zone with respect to the weather situation over Kusiro・Nemuro

district. 


